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  Many researches in the dialogue research community have worked on the

constructing goal-oriented dialogue system so far. However though, these

previous researches focus on the situation where the dialogue system tries

to achieve either the user goal or the system (or its owners) goal through

the dialogue. In this thesis, I discuss the realization of the cooperative

dialogue system, the dialogue system which try to achieve both the user goal

and the system goal through the dialogue for the decision making. As typical

dialogues cooperative systems perform, I focus on 1) the negotiation dialogue

and 2) the cooperative persuasive dialogue. In order to make systems have

ability to converse with multiple-interlocutors in these dialogue, I propose

these dialogue model and apply statistical framework to learn its dialogue
       .
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  Optimization of the dialogue manager in multi-party negotiation dialogue:

  In this part, I propose the model of multi-party negotiation dialogue, where

the both users and the system has right to decide, and optimize its statistical

dialogue manager. I examine several combination of reinforcement learning

algorithms and reward function and evaluate their performances .

  Modeling cooperative persuasive dialogue and optimization of its dialogue
manager: In this part, I propose the framework to develop dialogue manager

for the situation where the only user has right to decide, and the system

needs to perform cooperative dialogue (cooperative persuasive dialogue) . At

first, I collect and analyze the human cooperative persuasive dialogue corpus .

Then, considering the analysis result, I apply reinforcement learning to

:

:



system dialogue manager, and perform

  In both of these part, constructed

or better performance than the human

its evaluation.

dialogue manager achieved comparable

or the hand'crafted policy.
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氏 名 平岡 拓也

（論文審 査結果 の要 旨）

統 計的 な枠組 み を用 いて 目標 指 向型 の対話 システ ムを構 築す る研究 は これ ま

でに多 くあ り、そ の成果 の一部 はす で に実用化 され た音 声アプ リの 中に組 み込

まれ て い る。 一方 、 これ らの従来研 究 は、ユーザ かシステム のいず れか一方 の

目標 を達成す るた めにシステ ムが対話 を行 う状 況 に焦点 を当て ていた。本論文

では、意思決 定 を扱 う状 況でユー ザの 目標 とシステ ムの 目標 を両立 して達成す

る よ う対話 を行 うシステム （協調 的対話 システム） の実 現 を検討す る。協調 的

対話 システムが取 り扱 う対話 の典型的例 として1） 交渉対話 と2） 協調 的説得対

話 が挙 げ られ る。本論文 では 、システム に これ らの対話 を複 数人 の相 手 と適切

に行 なわせ るた めの対話管 理 を統計 的 な枠組 み を用い て学習 す る方法 を示 した ．

多人数対話 にお ける統計的対話鱈理 の最適化 ：本パー トで は、システ ム とユーザ

（対話相手 ）両方 が意思決 定権 を持 っ状況 での対話 （交渉 対話） を想 定 し、複

数 の対話相 手 とそ の対話 を行 うための統計 的な対話管理 にっい て検討 した。複

数 の対話相 手 と対話 システム が交渉 を行 う状 況の例 として、 システムが他 のユ

7ザ と物 々交換 を行 う状況 を想定す る。 その よ うな状況 の 中で 、システ ムが適

切 な対話相 手 を選択 し、その相手 と適 切 に合意形 成 （す なわ ちシステ ム とユ ー

ザ との 目標 の達 成 に寄与 ）で きる よ うに対話管理 を強化 学習 した。本 パー トで

は、複数 の強化 学習法 と報 酬 関数 の組 み合 わせ で、 それ ぞれ システ ム の対話 管

理 を学習 し、その性 能 を評価 した。

協調 的説得対話 のモデル化 とその統計的対話管理 の最適化 ： 前パー トでは、シ

ステ ム とユ ーザ両方が意 思決 定権 を持 つ状況 での対話 を想 定 し、そのた めの シ

ステ ム の対話管理 につ いて検討 した。 しか しなが ら、ユ ーザ のみ が意 思決定権

を持っ よ うな状況 は考慮 され てい なかっ た。本パ ー トでは、ユーザ のみが意 思

決 定権 を持っ よ うな状況 において、システムが協調 的 な対話 （協調 的説得 対話）

を行 うため の対話 管理部 を構築 す るため の枠組 み を提案す る。提案 した枠組み

で は、人 間 の対話 デー タか ら対話 のシ ミュ レーシ ョンモデル を構築 し、そ のモ

デ ル を用 いて システムの対話 管理部 を強化 学習 した。最初 に、3節 で人 同士 の

対 話 コーパス の収集 ・分析 を行 った。 この節 では、分析 を行 うた めの枠組 み の



提案や 、それ を用いて 商品販 売 を想定 して収集 された対話 コーパ スの分析 を行

った。次 に、4節 で は、まずそ の分析 に基づ いてPOMDP（ 部分観 測 マル コフ決

定過程）にシ ミュ レー シ ョンモデル を作成 した。そ して、そ のモ デル上 で強化学

習 を通 してシステ ムの対話 管理部 を構 築 し、評価 を行 った。

上記 のいずれ のパ ー トにお いて も、構築 した対話 管理 は、ル ールベ ースや人 手

が介入す る対話管理 と同等 以上の性 能 を達成 した。

これ らの成 果 は，従来技術 で は本質 的 に解 決 困難 で あった問題 に対す る解決

策 を示 してお り、 これ らの結果 は2編 の学術論文 、4編 の査 読付 き国際会議論

文 として発表 してい ることか ら、研究業績 と して非常 に高 く評価 でき る．以上 、

本博 士論 文 の審査 を行 い，本論 文 は，博 士論文 （工学） と して十分 な価値 が あ

る もの と判断 した．
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